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モ合 fj~後続トシテ腹壁ヘノ l11U·lif'.'J Ji起ス卜力、 m＜－~主ヲ fr ；レトカ乃至ハ時二腹膜炎又ノ、以J＆血症等ニモ
及ポス事ガアル。斯クノ立日干結果ハf持者及ピ勾｛t＝ヨリテ間々ノ統計ヲ主Jl.ハセルモ 8！？；至40%ノ合併




ヨ~＝於テ若者ハ勝日比陛＝蓬スペキ f也ノ手術々式ヲ試ミ、之レ 7 ¥1•告シテオルo !'JPチltr記／版膜外＝
針シテ紹腹腔務脱切開＝シテ共4~l9U ノ手術成績ヂアル。尤モ此／：方法ノ、 1888 ；~リヂギ －）レガ到j議シテ
オリ又ロシアノ文献＝モソロオー 7ガ曾テ熱心＝f！＜賞セシ事ヲ記載シテアル。著者ノ術点ヂハ 1渉脱隆
一ハ液モ空 ~1モ入レズ久市I以テ尿ヲ排出シテ置ク n 腹壁.，』央線 t耳止骨縫合上井r~=tu閲ヲ加へPレ、該切
開ハ）揚傍j陀／l:jノ起ラザル科皮ノ長サヲ以テスル。勝目先ノ切閥二常テノ、岡定糸ヲ勝脱部腹膜＝ツケ！応脱
ヲ引仮 H.！－.ゲ腹I英卜共ニ之レヲ-i;JIJ甘シ手術的保作 7{T7_ J恋脱皇室ノ縫合ノ、大部分ノfilハ三段＝縫合シ
残リノ10例ノミニツノ遡似縫合ソ行ツ担ノヂアル。腹壁肩I］＝ハ排般管 7Jllヒズ又術後尿道「力テーテ
ノレ」モ使ハナイ、若；，.IJUJ実ト共＝縫合セ Pレl路脱壁ノ、書！］fr二強級品シテ手l>.jノタ二ハヒトリ戸二排尿ス
ルカラヂアル。只弛緩ヒノレJWrlit ＝ハ「カテーテル」ヲ使用－I~ ネバナラナイ。以 k ノ経腹腔努11.it切開／ IJ• 






以上行ヒタル下術／ i綬験l二、二ツノ連続縫合（ ハ脇島mtトH且J英、ーノ、腹膜ノ＇ ）ノミ＝テ充分＝且
完令二日的ヲ迷スル事ガ出来Jレノダアノレ。一寸考ヘノレト此／手術方法ハH員）僕感染＝ヨリテ或ハ危険ガ
伴ハザノレヤノ懸念ガアルガ以上4~例共全然腹膜炎如キヲ見ナカツタノ戸アル。如何ナル場合ヂモ排尿
= lf'J故意ヲスレバ少ク J件古石、~·：q当／手術＝際シテ、！ぷ染ノ、絶草t＝除外λ ル事ガIl来ル。 f,'.J＊コレハ
版/l'H句手術＝f）；！シテ同時ニ勝目;t切開ガ可能戸アノレ。 (lfi付〉
植込涜ニヨ）［，庇苫移直 (0. H. Wm1.~e1 steeu. The Impla1血 tioun叫 ho<ld skin 
grdting. Surg. Gyn.れ Obst.Mm・eh.1930. P. 634.) 
本法ノ、 lU:!O~J:-' 1レリンノ J土イ丘三土土~7__土ン氏二ヨリ始メテ記載サレシモノ 7 若者／改良シタ毛
ノデアル。




ガ先端zアル陪＝シ‘コノ鈍端＝テ背皮 cljI勾q, , , －＝ドゴレ JL.)fo斜＝抑シ込ミ、千＇fii!i ノ組織~jj·子＝テオサ
ヘテ抜タ Q j苛皮ノ政府・商［ノ、J・向キヂモド向キヂモ nj夕、各一Ni皮問ノ、1ー 1.品川トスル。前皮サレタル





＝本法ノ；！？！地4 トスルハ骨院炎1聖書Jj 、慢判股店·~'191意Jj 、皮！宵下坑造性栂創等ヂアル。 fj,~ ／消存不足ハ操作
／成功ノfl.Jiゲ卜ノ、ブラメ。木法 7火傷＝用ヒシエヨレ又顕著ナ好章常来ヲ符タリト云 70 （小i'I!)
正中線結腸軍造設 (L• .J. Hin.; ·.h•11r11. ::\lfdim• Colostomy. Surε. Gyi1. n. 0：吋．
l¥foy. 1930.) 
人工nr門逃設ニ際シ、新！均痩ガ第1-=f！史別サル。其位置ハ左側鼠陵部＝シテ、 S字欣新！揚ノ mヒラル
Jレヲ常トスu 一般ニ人工nr門ノ機能ハ焚使ノ制度形態、及ピ－n：・ノ正常＝iキヲ以テ良卜 A JL. fik .＝結腸
ノ下部＝存スレパ結果良好ナルハ言ヲ侠タズ。 u己坦ftFl-Jこ守リ左fltJftl陵部ニ材！賜疲ー ヲf'J：ルモ此部ノ新
/J£ t~＇－＝ノ、 CJ.とニ漣プ JI, 如キ依里(i ヲ有見。 ~p チ
1. 多タノ患者＝テハ、新！限度．ヨリノ糞便州主li'.JI荷ノPLlt可ヲ刺戟シテ、皮J宵＝拍手左、 iいとヲ生ジニ
－／~的＝結l陽主主ノシ抗力’j患者＝苦痛ヲ奥 70
2. 左fl;J－＝アルラモ起＝ヨリ委ノ餐化ヲ＊ λ＂ J ノ、 •l －＝ロt糞ff1.＞ テ 7支セタル人ニ珠布ナリ。布；－人＝テ
此依鮎＝；tilヒ費苦渋λ ルニノ、稀々ノ閑難アリ。








「コム」w7'抑入λ 。此「イム」管ノ、術後数日間航行新！陽ヲ文 7ノレニ月J7 門大網膜ノ、 :fl~附蔚部位＝テ切除
〈。筋IJ英li<.R員映 7jf（腹筋／術創＝膨出シ符ル立flク切取スn 後目刻l英、 ｝j),J.際立kニ皮！荷告を合 7行 70 Jlrクノ
如ク；q十、 l揚ト l（（腹筋肉線維ノ、 J.~＼合見。結腸二ノ、減商「ワセリン」ヲ塗 {Ji ス。
新！揚痩ヲl泊クニ際シ焼灼器7f~lll 7-時ノ、患者／ j級忠ヲ有1ク事アリ。切開ヲカ1171しl硲ハ不必要ーナルIU




Beharnllung <les Ul《msvf・11tricu日臼t<1norleni perfor乱tivurn.Brun’s. Beitr. z. klin. 
Chir. April 1りBO,S. 298.) 
可、
730 日本外科貿 l殉第七巻第五，；，披











目主映炎＝ヨノレ大死亡数カラシテ、字-IL判：胃及卜二指！附食場＝例外ナク策 lj切縫合 7行 7" I・ ノ、lif拠i
デキナイ。欄没性化膿性政JI英炎／；場合＝ハ「タンポン」ヲ入レ．部分縫合ヲ行 7モノト λJL・o ソシテI武
傷ノ治癒ノ、ソノf、t置カラヂナ夕、穿孔ノ大サ＝ヨルモノヂアル。〈古悶〉
部分的及ビ金大眠切除後三闘ス）［.臨床的及ビ賓験的研究（手術的見地ヨリ見タJ［..｛軒並‘問
題三割ス）［.外科的鹿置） (E. Sdmeider klini日eheurnl experirneutelle Strnlie 
ib白r<len p11rtiellen urnl tot11len Ausfoll <les Dick<brm臼（Diechirurgische Stell・
uugsnahme zum Ohstip乱t.io1日l》rohlemunter neuen operationsおchnischenGesicht-




そ迎用サレル。 ~p チ手術f'l(J 民主置ノ l;f行ノ、他ノイロイロノ療法／：ガJ ノナカツタ l専＝行ハル可キモノヂア
Jレ。
便秘問題＝封スル外科的底抗トシテハ、 J径約）渇切除術ヨリモ fiE例 If立賢二従ツテ左側JJ.R:~、有側丘i会結






クナノレ大l腸縫合ノ、 f!llJ 々縫合或ノイ［lj~縫合 7 有セル的n'r ニシテ簡 ＂＇（／. ナ JL 廻）湯横行結l湯吻合術二司リ ~ill 7 
ト安全ラシイ。〈小津〉
痔按手術ノ一新3去 (F. Szaiv間.Ei11 ueues Verfahnm zur Operation <ler Nodi 
haemonhoidales.広en七.f. <・hir. ~r. 1, 19i10, S. 650.) 
従来非常＝届l:Hl!iJrサルノレ稀々ノ痔核手術ノ鉄駅ハ
1）常＝生ズルit'L腸粘膜ノ損傷。
2) ホワイトヘツ l氏法＝際シfJ/:1'反身、l並－＝ n工門口ノ白河川；~－＝準l シ大ナル意義アル粘膜帯ノ消失。
3）手術ハ終末市JI経ノ非常＝設はナル部位ヂ行ノ、レルコト。
め 故障イ!I.~ ク治J,€,1 セル際ニモ最初ノ州使ニ際シテ大ナル惨事官ノアノレコト、利シ仰l鯛＝治癒セゼル際




リト、 ~[l チ結節ノ古1~位二従テ皮膚緋ハ色々ナルガ兎二角、 1従サ凡 3r.m ノ紅門 7}11] グル有者同形ノ皮府鉾





本法／優秀ナルノ、切l白ーシテ手市i年間モ数分間＝テ済ム、 f次復 ζ 嬰スノレJU問ノ、 4日間＝シテ患者ハ
巳ニ3日flニノ、起立y、ルコトヲl'.J・最初ノ？封｜使ノ、4日目＝シテ会ク無痛ヂアノレ。
絞殺ザレヌキIi節ハJil且栓成，［ιリ民l松ハ組織化シが：締織様＝萎縮シ後＝結節ハ小ナJレ！xi:伏物トナノレ
コトアルモ・h今J〆｛快ノ原［Qトナラヌ h It: 
ガ v.：；；；；，－ナレノ〈此／宇fi事~I 方 1｝；ノ、 f可－~ :'C~ ク危険ノ、 ！rr~ イ。
此方法ノ :l1kJ、ノ；0：義ハ術後ノ排便＝際シテ金ク無姉ヂアルコトヂ TJレ、従来線テノ方法ノ A~A. I快鮎
ハ最初ノタl，悦二際シテノ ）（ナル必痛ζ アツタ；！t_l・.Jli1i皮股務F肉芽／；削念ニ少タトモ 2週間ヲ要 A Yレ
ランゲンベツク氏法 ＝ lt シテ汗•JJむ回数ノ！短縮サレコトガ特筆二 f買 λ 。
本il；ヲ草苦者．ノ、只夕ト痔核ニ試ミタ然シ此ノ！京坦巴ヲ l：巳，
『能I言Aiレ壬／ナリト。（賀来〉
間敏性披行症ノ筋肉浸出滋療法 : "'.IL 8. ト·Ht 、.1:·1χ111: · 111•. Di：、 Belt:'_11lm1_!.'・ elm・
Clrtrnlicdio.. intennitte11丸山itJ¥Iuskelextrakt :;¥[11＜・h.med. ＇＂＇・ h."Sr. 18. Hl::30.) 
狭心症トクー山日inadeffot (vaqnez）又ノ、 anginaam！川latoia－＝苫Jスル Prof.J.氏戸＜＇h1 arzmann 
ニ Fh リ公＝サレタ筋肉浸出液療法ノ結果ヨキ報告ハ WE －＝ 各方而カラ liji ＂ ~f,、サレテイノレ。革l、モ亦筋肉浸IH
液－＝Fl!ル非常＝善イ結果ヲ符タ多クノ例ヲ知ツテイル。
之ノ新燦t去ノ、 Prof.出hw山・zrnann ガナシ担所ノ彼－＝ f~I ツテ初メテ記岐サレ担心臓病＝開 fi'i スルイ也
／仕事ト同ジ様ナ理論的根綾－＝ ），七テイル。
今主~~夕方法ガ問敬性披行fiE-= ~－シテ f;f，、ガ始メタ筋肉浸出液療法ノ l封後票/ir· アツタ。之ノ試ノ正常





；：；沢市ilk態ガイI：内：スルω 之空宇J、良性ノ狭心fa：トヨタf以テイ Jl.；之午；・ 11'r験ニ Fil リ問品~'i''I:由主行症－＝ ~t7. Jレ
療法トシテ狭心症＝於テ効果ヲ線認、サレタ所ノゴ1'14＼~r'的機能ヲ以テス，~＇l千二治手 7- JレI・ 云 7諭辿的結
論ヲ ftjli認スル2}~ 力J出来yレ。




干J〆、之ノ浸 t~1液ガタトノ色々ノ性質ノ外＝血符縦長／質性ヲイf シ、シカモ狛外ノ色々ノ料、有；、j ニ令交！ナ
同向。
“、』与 日 本外科筑間l 第七巻第五，六勝




季L~ノ手性1lf害性r~関節~＝ il｝ テ (E. Gol<l. f"ber die nlmte septische Koxitis rles 
f】lhen Ki!J(lecrltern <Si:uglii1;::sostec、myelitisdes Hlift.gelenkes) u. rleren Behandlung 
vom funktionell-anatomischen Gesichtspunkt. Zeitschr. f. orth. chir. 52. Bel. 3Ht. 1930.) 
筑見ガ股関節炎~pチ股関節／；乳児骨髄炎ヲ起セバ急性ノ時期ノ後ソノ績量産症扶トシテ、股開節ノ！酸












事ガ必要デアル。之＝ヨ P 開館j褒ノ、菱縮シ、関節ノ、再ピ股臼シ劃tクナル。此 If~ ＝ 関節ノ可主9J'lo!~ハ多
少減少Z Fレコトアルモ疹痛少タ充分荷量二耐 7 JI,黙＝於テノ、般臼関節ョロ勝ツテ居ル。併シ股臼開節
ヲ整復シテドノ程度＝可動性ヲ符ルカト言 7コトハ重量メ言 7コトハ出来ナイ。〈横山〉







事l〆、「インシユリ〉」ヲー符ノi物素性物質ト考へ、之ガ車w胞＝重要ナ慨媒f'rlTIヲ行 7モノト思 70 以
上ノ様ナ考ヘカラ以下三校ノ；自lj而＝次ノ様ナ方法デ「インシユリンJヲ用ヒタn
~［I チ創部＝相官t シタ「ガーゼ」 11· ＝「インシユリン」ヲ浸シテ創而＝アテソノ上ヲ＼＇）イ「ゴム」併§jlj膏デ
穏メタ。只此／際会タ気筏＝ノ、封ジナイ。
A. 糖尿明記性演傍＝オケルrt除。














































1:-t 日本外科費 I'l 第七巻第五，六務
(3）防］芽商ヲ証B ジテノ「イシシユリン j ノ！汲i依ノ、耳x_ ，レ＝足ラヌィ、j:~ デアルカラ、和l傷ノ「インシユ F
〉」治療ハ1!¥fi筈ヂアノレ。
(4）「イ〉シユリン」ノ、縦帯材料ニ浸マシテ刑 7ペキヂ創I訂＝直接＝適用スペキヂノ、ナイ。
〈五吋川〉
